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内容に関するお問い合わせ・ご相談はひょうご税理士法人までお願いします。（担当:赤根） 

ふるさと納税 

改正① 掛金上限額が引き上げ！ 

対象 現行（月額） 改正後（月額） 

自営業者等 6.8万円※ 7.5万円※ 

会社員・公務員等  2万円・2.3万円 6.2万円※ 

専業主婦（夫）等 2.3万円 変更なし 

※自営業者等は国民年金基金の掛金・付加保険料との合算額、企業年金のある会社員等は企業年金等との合算額が上限です。 

iDeCoの掛金は全額所得控除の対象となるため、上限額の引上げにより、老後資金を準備しながら所得税・住民税の負担軽減も期

待できます。 

改正② 加入可能年齢が70歳未満まで拡大！ 

これまで原則65歳未満だった加入可能年齢が、一定の要件を満たす方は70歳未満までに拡大されます。60歳以降も働く方など

が、より長く掛金を積み立てられるようになります。なお、iDeCoは原則60歳から受け取りが可能ですが、60歳以降に加入した

場合は、加入から5年間は受け取ることができませんので、ご注意ください。 

★ 12月から増額したい方は早めに確認を！ 

改正後の上限額まで掛金を増やしたい場合、掛金額の変更手続きが必要です。手続方法や期限は金融機関等によって異なります。12月分か

らの増額に向けた書面等による事前受付は2026年10月30日まで。増額を検討している方は、ご自身の金融機関の手続方法・期限を早め

に確認しておきましょう。 

※電子申請の場合は12月1日～24日の間に手続きを行うことが出来ますが各金融機関によって期限が異なります。 

12 月から『iDeCo』（個人確定拠出年金）が大きく変わります

す！ 

ふるさと納税は寄附額のうち 2,000 円を超える部分

について、一定の上限まで所得税・住民税の控除を受

けられます。年末が近づき今年の収入見込みが分かっ

てきたら、2026 年分の控除上限額を確認して、 

12 月 31 日までに寄附しておきましょう。 

※ワンストップ特例を利用する場合は、原則 5 自治体以内

などの要件があります。 

★今年のポイント 

・2026 年は所得税の基礎控除等が見直されていま

す。昨年と同じ金額ではなく、今年の所得・控除を

もとに上限額を確認しましょう。 

 

・ふるさと納税サイトのシミュレーションを活用

すると、控除上限額の目安を簡単に確認できます。 

 

 

年内の贈与 

祖父母等から子・孫への教育資金を一括贈与した場

合の「教育資金の一括贈与に係る贈与税の非課税措

置」は、2026 年 3 月 31 日をもって終了しました。 

一方、扶養義務者からの通常必要な教育費を、その都

度直接負担する場合であれば原則として贈与税はか

かりません。 

年末に家族への資金援助を考える際は、単に現金を

まとめて渡すのではなく、「何のために・いつ・どの

ように渡すか」を確認しておきましょう。 

★年内にできること 

お子様・お孫様への教育費や贈与を予定している方

は、贈与方法や税務上の取扱いを事前に確認してお

くと安心です。 


